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マップを作る目的

年をとっても、身体が不自由になっても
自分の好きな時に買い物や市内の各施設
に出かけたいですね。

そのためには各施設や公園、お店はどう
なっているのだろうか？

突然行っても大丈夫だろうか？

そんな不安をなくすために、情報の手引
きとなる福祉マップがあると便利ですね。

調査のしかたとまとめかた

調査はいろんな年齢やいろんな立場の人
のことを考えて行います。

調査で気がついた良い所はみんなに知っ
てもらい、悪いところはどのようにした
ら安全安心に施設を利用できるかを考え
て、最後にバリアフリーの提案をしまし
ましょう。

年をとると手や足が動きに
くくなります。

手が曲がりにくくなると
コップの水が飲みにくくな
りますね。

①お話を聞いたり、体験したりしましょう。

おじいさんやおばあさんが
いる人は
どんなことが不便か

お話を聞いてみるといいで
すよ。



車いすで段差を越えること
は難しいですね。そのため
にスロープがあります。

でも角度が急なスロープは
力がいりますね。

車いすになったり年をと
ると手があがりにくくな
ります。
どこまでなら届くかな？

車いすの体験 ②想像して調査をしてみよう

スロープって滑りにくくなっているんだね。

車いすが通るから幅も必要だし、転倒しな
いように立ち上がりもあるんだね。

この階段は6段
手すりもあるね。
一番上には点字ブロックもありました。

車いす用の駐車場は車の両側にも
スペースがあるんだね。
どうしてだろうか？



車いすの人が使うトイレ
どんな設備があるんだろうか？

車いすのマーク
のついている
レールバスもあるんだね。

階段しかないところでも

こうやってみんなが車い
すの人を運んでくれれば
移動ができるね。

マンパワーだね。

あいマップの紹介

あいマップ作ろう会は平成11年から平成30年まで

本巣市内の施設や公園のバリアフリー調査をしま
した。

駐車場、出入り口、トイレがどんなふうになって
いるかを調べたので参考にしてください。



あいマップ Ⅰ（合併後）



あいマップ Ⅱ

あいマップ Ⅲ



H25年春 本巣駅・北方真桑駅
新しいトイレ完成

本巣市バリアフリーマップ 根尾編



本巣市バリアフリーマップ 南部編

誰もが暮らしやすい本巣市に

なるように、いろんな施設が使いやすくな
ると良いですね。
本巣市の良いところはまだまだたくさん
あります。

みなさんもみつけてくださいね。

詳しく知りたい方は↓をクリックすると
あいマップやあいマップ作ろう会の活動を
みることができます。

↓あいマップ作ろう会HP
http://www.mf.ccnw.ne.jp/simokawa2021/aimap.htm

質問がある方はメールでも相談にのることが
できます。

100nen.otasuketai@gmail.com


